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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　少なくとも１つのサービング許可及び少なくとも１つの非スケジュール型許可を受信す
る手段であって、前記少なくとも１つのサービング許可はスケジュール型データ送信に関
する許可であり、前記少なくとも１つの非スケジュール型許可は非スケジュール型データ
送信に関する許可である、手段と、
　メディアアクセス制御－個別チャネル（ＭＡＣ－ｄ）フローのデータを、メディアアク
セス制御拡張個別チャネル（ＭＡＣ－ｅ）プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）に多重化
する手段であって、前記ＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵは、前記少なくとも１つのサービング許可及
び前記少なくとも１つの非スケジュール型許可に少なくとも基づく第１のサイズを超えな
い最大の拡張個別チャネルトランスポートフォーマットコンビネーション（Ｅ－ＴＦＣ）
のサイズ以下のサイズを有し、前記多重化されるデータは送信用のスケジュール型データ
を含む、手段と、
　前記ＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵの送信用のＥ－ＴＦＣを選択するＥ－ＴＦＣ選択手段であって
、選択されるＥ－ＴＦＣは前記第１のサイズを超えない、手段と、
　前記選択されたＥ－ＴＦＣに従って処理された前記ＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵを送信する手段
と
を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２】



(2) JP 4724746 B2 2011.7.13

10

20

30

40

50

　前記多重化する手段からＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを受信し、拡張個別物理チャネル（Ｅ－Ｄ
ＰＣＨ）を介した転送用の前記ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵをフォーマットするように構成された
物理層手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３】
　前記第１のサイズは、前記少なくとも１つのサービング許可、少なくとも１つの非スケ
ジュール型許可、及び制御情報に少なくとも基づくことを特徴とする請求項１に記載のＷ
ＴＲＵ。
【請求項４】
　前記第１のサイズは、前記少なくとも１つのサービング許可、前記少なくとも１つの非
スケジュール型許可、及び電力オフセットに少なくとも基づくことを特徴とする請求項１
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記選択されたＥ－ＴＦＣは、前記多重化されたデータの前記サイズをサポートするこ
とを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記第１のサイズは、前記少なくとも１つのサービング許可、前記少なくとも１つの非
スケジュール型許可、およびスケジューリング情報に少なくとも基づくことを特徴とする
請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのサービング許可はノードＢに由来し、前記少なくとも１つの非ス
ケジュール型許可は無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）に由来することを特徴とす
る請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記第１のサイズは、前記少なくとも１つのサービング許可、前記少なくとも１つの非
スケジュール型許可、電力オフセット、及びスケジューリング情報に少なくとも基づくこ
とを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記多重化する手段は、ＭＡＣヘッダ情報および制御シグナリングオーバーヘッドを、
前記ＭＡＣ－ｄフローを含む前記ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化するように構成されること
を特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記多重化する手段は、前記多重化されたＭＡＣ－ｄフローと組み合わされた前記ＭＡ
Ｃヘッダ情報および制御シグナリングオーバーヘッドが、前記選択されたＥ－ＴＦＣに関
連付けられたサイズより小さいという条件で、パディングを前記ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多
重化するように構成されることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記パディングの量はＭＡＣ－ｄ ＰＤＵのサイズより小さいことを特徴とする請求項
１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記多重化する手段は、前記スケジューリング情報を前記ＭＡＣ－ｄフローを含む前記
ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のＷ
ＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記Ｅ－ＴＦＣ選択手段と前記ＭＡＣ－ｄフローを多重化する手段とを含むＭＡＣ－ｅ
／ｅｓ手段を備えることを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　拡張個別チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介してデータを転送するための方法であって、
　少なくとも１つのサービング許可及び少なくとも１つの非スケジュール型許可を受信す
るステップであって、前記少なくとも１つのサービング許可はスケジュール型データ送信
に関する許可であり、前記少なくとも１つの非スケジュール型許可は非スケジュール型デ
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ータ送信に関する許可である、ステップと、
　メディアアクセス制御－個別チャネル（ＭＡＣ－ｄ）フローのデータを、メディアアク
セス制御拡張個別チャネル（ＭＡＣ－ｅ）プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）に多重化
するステップであって、前記ＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵは、前記少なくとも１つのサービング許
可及び前記少なくとも１つの非スケジュール型許可に少なくとも基づく第１のサイズを超
えない最大の拡張個別チャネルトランスポートフォーマットコンビネーション（Ｅ－ＴＦ
Ｃ）のサイズ以下のサイズを有し、前記多重化されるデータは送信用のスケジュール型デ
ータを含む、ステップと、
　前記ＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵの送信用のＥ－ＴＦＣを選択するステップであって、選択され
るＥ－ＴＦＣは前記第１のサイズを超えない、ステップと、
　前記選択されたＥ－ＴＦＣに従って処理されるＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵを送信するステップ
と
を備えることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記第１のサイズは、前記少なくとも１つのサービング許可、前記少なくとも１つの非
スケジュール型許可、及び制御情報に少なくとも基づくことを特徴とする請求項１４に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のサイズは、前記少なくとも１つのサービング許可、前記少なくとも１つの非
スケジュール型許可、及び電力オフセットに少なくとも基づくことを特徴とする請求項１
４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のサイズは、前記少なくとも１つのサービング許可、前記少なくとも１つの非
スケジュール型許可およびスケジューリング情報に少なくとも基づくことを特徴とする請
求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のサイズは、前記少なくとも１つのサービング許可、前記少なくとも１つの非
スケジュール型許可、電力オフセット、およびスケジューリング情報に少なくとも基づく
ことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記選択されたＥ－ＴＦＣは、前記多重化されたデータの前記サイズをサポートするこ
とを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのサービング許可はノードＢに由来し、前記少なくとも１つの非ス
ケジュール型許可は無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）に由来することを特徴とす
る請求項１４に記載の方法。
【請求項２１】
　ＭＡＣヘッダ情報および制御シグナリングオーバーヘッドは、ＭＡＣ－ｄフローを含む
ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化されることを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項２２】
　前記多重化されたＭＡＣ－ｄフローと組み合わされた前記ＭＡＣヘッダ情報および制御
シグナリングオーバーヘッドのサイズが前記選択されたＥ－ＴＦＣに関連付けられたサイ
ズより小さいという条件で、パディングがＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化されることを特徴
とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記パディングの量はＭＡＣ－ｄ ＰＤＵのサイズより小さいことを特徴とする請求項
２２に記載の方法。
【請求項２４】
　スケジューリング情報は、前記ＭＡＣ－ｄフローを含む前記ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重
化されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
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【請求項２５】
　前記多重化されたＭＡＣ－ｄフローと組み合わされた前記スケジューリング情報のサイ
ズが前記選択されたＥ－ＴＦＣに関連付けられたサイズより小さいという条件で、パディ
ングが前記ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化されることを特徴とする請求項２４に記載の方法
。
【請求項２６】
　前記パディングの量はＭＡＣ－ｄ ＰＤＵのサイズより小さいことを特徴とする請求項
２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記データは無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって送信されることを特徴とする請
求項１４に記載の方法。
【請求項２８】
　前記多重化されたＭＡＣ－ｄフローと組み合わされた前記スケジューリング情報のサイ
ズが前記選択されたＥ－ＴＦＣに関連付けられたサイズより小さいという条件で、パディ
ングが前記ＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵに多重化されることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴ
ＲＵ。
【請求項２９】
　前記パディングの量はＭＡＣ－ｄ ＰＤＵのサイズより小さいことを特徴とする請求項
２８に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。より詳細には、本発明は、拡張アップリンク（ＥＵ：ｅ
ｎｈａｎｃｅｄ　ｕｐｌｉｎｋ）伝送に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１に示すシステム１００などの第３世代（３Ｇ：Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ
）セルラシステムでは、ＥＵは、アップリンク（ＵＬ：ｕｐｌｉｎｋ）のデータスループ
ットおよび伝送待ち時間の向上を提供する。システム１００は、ノードＢ １０２と、Ｒ
ＮＣ １０４と、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ：ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｔｒａｎｓｍｉｔ
／ｒｅｃｅｉｖｅ　ｕｎｉｔ）１０６とを含む。
【０００３】
　図２に示すように、ＷＴＲＵ １０６は、プロトコルアーキテクチャ２００を含み、こ
のプロトコルアーキテクチャ２００は、上位層２０２と、個別チャネルＭＡＣ（ＭＡＣ－
ｄ）２０４と物理層（ＰＨＹ）２０８の間のＥＵ動作をサポートするために使用されるＥ
Ｕメディアアクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）（Ｍ
ＡＣ－ｅ）２０６とを含む。ＭＡＣ－ｅ ２０６は、ＭＡＣ－ｄフローとして知られてい
るチャネルから、ＥＵ伝送のためのデータを受信する。ＭＡＣ－ｅ ２０６は、ＭＡＣ－
ｄフローからのデータを伝送用のＭＡＣ－ｅプロトコルデータユニット（ＰＤＵ：ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）に多重化し、ＥＵ伝送のために適切なＥＵトランスポ
ートフォーマットコンビネーション（Ｅ－ＴＦＣ：ＥＵ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｆｏｒｍ
ａｔ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）を選択する役割を担う。
【０００４】
　ＥＵ伝送を可能にするために、物理リソース許可が、ノードＢ １０２およびＲＮＣ １
０４によってＷＴＲＵ １０６に割り当てられる。高速の動的チャネル割当てを必要とす
るＷＴＲＵ ＵＬデータチャネルには、ノードＢ １０２によって提供された高速「スケジ
ュール型の（ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ）」許可（ｇｒａｎｔ）が与えられ、連続的な割り当て
を必要とするチャネルには、ＲＮＣ １０４によって、「非スケジュール型の（ｎｏｎ－
ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ）」許可が与えられる。ＭＡＣ－ｄフローは、ＵＬ伝送のためのデー
タをＭＡＣ－ｅ ２０６に提供する。ＭＡＣ－ｄフローは、スケジュール型または非スケ
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ジュール型のＭＡＣ－ｄフローとして構成される。
【０００５】
　「サービング許可（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇｒａｎｔ）」は、スケジュール型データのため
の許可である。「非スケジュール型の許可」は、非スケジュール型データのための許可で
ある。サービング許可は、多重化され得るスケジュール型データの対応する量に変換され
る電力比であり、したがってスケジュール型データ許可をもたらす。
【０００６】
　ＲＮＣ １０４は、無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）手順を使用して、各ＭＡＣ－ｄフローのための非スケジュール型許可を構成
する。複数の非スケジュール型ＭＡＣ－ｄフローが、ＷＴＲＵ １０６内で同時に構成さ
れることがある。この構成は一般に、無線アクセスベアラ（ＲＡＢ：ｒａｄｉｏ　ａｃｃ
ｅｓｓ　ｂｅａｒｅｒ）が確立されると実施されるが、必要なときに再構成されてもよい
。各ＭＡＣ－ｄフローについての非スケジュール型許可は、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化
することができるビット数を指定する。次いで、ＷＴＲＵ １０６は、同じ送信時間間隔
（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）内で多重化される
場合には、非スケジュール型送信を非スケジュール型許可の総数まで送信することを許さ
れる。
【０００７】
　ＷＴＲＵ １０６からのレート要求（ｒａｔｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ）で送信されたスケジ
ューリング情報に基づいて、ノードＢ １０２は、スケジュール型ＭＡＣ－ｄフローのた
めのスケジューリング許可を動的に生成する。ＷＴＲＵ １０６とノードＢ １０２の間の
シグナリングは、高速ＭＡＣ層シグナリングによって実施される。ノードＢ １０２によ
って生成されたスケジューリング許可は、許容された最大のＥＵ個別物理データチャネル
（Ｅ－ＤＰＤＣＨ：ＥＵ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄａｔａ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ）／個別物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ：ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ
　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）電力比を指定する。ＷＴＲＵ １０６は、この電力
比および構成された他のパラメータを使用して、すべてのスケジュール型ＭＡＣ－ｄフロ
ーからＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化することができる最大ビット数を判定する。
【０００８】
　スケジュール型許可は、非スケジュール型許可の「上に」あり、相互に排他的なもので
ある。スケジュール型ＭＡＣ－ｄフローは、非スケジュール型許可を使用してデータを送
信することはできず、非スケジュール型ＭＡＣ－ｄフローは、スケジュール型許可を使用
してデータを送信することはできない。
【０００９】
　すべての可能なＥ－ＴＦＣを含むＥＵトランスポートフォーマットコンビネーションセ
ット（Ｅ－ＴＦＣＳ：ＥＵ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｆｏｒｍａｔ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏ
ｎ　ｓｅｔ）は、ＷＴＲＵ １０６に知られている。それぞれのＥＵ伝送について、Ｅ－
ＴＦＣが、Ｅ－ＴＦＣＳ内のサポートされたＥ－ＴＦＣのセットから選択される。
【００１０】
　他のＵＬチャネルがＥＵ伝送に優先するので、Ｅ－ＤＰＤＣＨ上のＥＵデータ伝送に使
用可能な電力は、ＤＰＣＣＨ、個別物理データチャネル（ＤＰＤＣＨ：ｄｅｄｉｃａｔｅ
ｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄａｔａ　ｃｈａｎｎｅｌ）、高速個別物理制御チャネル（ＨＳ
－ＤＰＣＣＨ：ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）およびＥＵ個別物理制御チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ：ＥＵ　
ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）に必要な電
力が考慮に入れられた後の残りの電力である。ＥＵ伝送のための残りの送信電力に基づい
て、Ｅ－ＴＦＣＳ内でＥ－ＴＦＣの送信停止（ｂｌｏｃｋｅｄ）または送信可能（ｓｕｐ
ｐｏｒｔｅｄ）状態が、ＷＴＲＵ １０６によって連続的に判定される。
【００１１】
　それぞれのＥ－ＴＦＣは、ＥＵ送信時間間隔（ＴＴＩ）内に送信することができる複数
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のＭＡＣ層データビットに対応する。各ＥＵ　ＴＴＩ内で送信されるＥ－ＴＦＣごとに１
つのＭＡＣ－ｅ ＰＤＵだけしかないので、残りの電力によってサポートされる最大のＥ
－ＴＦＣによって、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵの内に送信することができるデータの最大量（す
なわちビット数）が定められる。
【００１２】
　複数のスケジュール型および／または非スケジュール型ＭＡＣ－ｄフローが、絶対優先
度に基づいて各ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ内で多重化されてもよい。各ＭＡＣ－ｄフローから多
重化されるデータ量は、最小量の現在のスケジュール型または非スケジュール型許可、サ
ポートされた最大のＴＦＣからの使用可能なＭＡＣ－ｅ ＰＤＵペイロード、およびＭＡ
Ｃ－ｄフロー上の送信に使用可能なデータである。
【００１３】
　サポートされたＥ－ＴＦＣ内で、ＷＴＲＵ １０６は、スケジュール型許可および非ス
ケジュール型許可に従ってデータ伝送を最大にする最小のＥ－ＴＦＣを選択する。スケジ
ュール型許可および非スケジュール型許可が完全に使用され、使用可能なＭＡＣ－ｅ Ｐ
ＤＵペイロードが完全に使用され、あるいはＷＴＲＵ １０６が、使用可能であり送信を
許されたさらなるデータをもはや有していない場合、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵは、次の最大の
Ｅ－ＴＦＣサイズに一致するようにパディングされる。この多重化されたＭＡＣ－ｅ Ｐ
ＤＵおよび対応するＴＦＣは、伝送のために物理層に渡される。
【００１４】
　サービングおよび非サービング許可は、各ＥＵ　ＴＴＩ内に特定のＭＡＣ－ｄからＭＡ
Ｃ－ｅ ＰＤＵに多重化することができる最大量のデータを指定する。スケジュール型許
可はＥ－ＤＰＤＣＨ／ＤＰＣＣＨ比に基づくので、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵごとに多重化する
ことが許されたデータビットの数は、Ｅ－ＴＦＣＳ内のサポートされたＥ－ＴＦＣの制限
された数のデータサイズに一致する特定のサイズだけを許可するようには明示的に制御さ
れ得ない。
【００１５】
　ＥＵのデータ伝送のための残りの送信電力によって、Ｅ－ＴＦＣＳの内のサポートされ
たＥ－ＴＦＣのリストが決まる。サポートされたＥ－ＴＦＣがＴＦＣＳ内の制限された数
のＥ－ＴＦＣから判定されるので、許可されたＭＡＣ－ｅ ＰＤＵサイズの粒度（ｇｒａ
ｎｕｌａｒｉｔｙ）は、すべての可能なＭＡＣ－ｄフローとＭＡＣ－ｅヘッダの組合せを
可能にするとは限らない。したがって、許可によってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵへの多重化が許
されたＭＡＣ－ｄフローの量はしばしば、サポートされたＥ－ＴＦＣのうちの１つのサイ
ズに一致せず、サポートされたＥ－ＴＦＣのリスト内のできるだけ小さいＥ－ＴＦＣサイ
ズに一致するように、パディングがＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに施される。
【００１６】
　ＥＵセルが最大能力で動作している場合、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ多重化はしばしば、サー
ビングおよび非サービング許可によって制限されるが、サポートされた最大Ｅ－ＴＦＣ、
または送信に使用可能なＷＴＲＵ ＥＵデータによっては制限されないと予想される。こ
の場合、Ｅ－ＴＦＣＳ内の指定されたＴ－ＴＦＣの粒度に依存して、選択されたＥ－ＴＦ
Ｃに一致するのに必要なパディングは、関連するＭＡＣ－ｅヘッダ情報を含めて、ＭＡＣ
－ｄフローデータの多重化ブロックサイズを超過することがある。この場合、有効データ
レートは、選択されたＥ－ＴＦＣおよびその送信に必要な物理リソースによって許された
ものから不必要に減少される。
【００１７】
　図３は、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ ３００を示している。スケジューリングおよび非スケジュ
ーリング許可によって許されたＭＡＣ－ｅ ＰＤＵヘッダ３０２およびＭＡＣ－ｄフロー
データ３０４が多重化される。サポートされたＥ－ＴＦＣのセットのうちで、ＷＴＲＵ 
１０６は、サポートされたＥ－ＴＦＣのリストから、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵヘッダ３０２お
よびＭＡＣ－ｄフローデータ３０４より大きい最小のＥ－ＴＦＣを選択する。次いで、選
択されたＥ－ＴＦＣサイズに一致するように、パディング３０６がＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに
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施される。しかし、パディング３０６は、ＭＡＣ－ｄフローデータの多重化ブロックサイ
ズを超えることがある。この場合、ＥＵ伝送で使用される物理リソースは十分には活用さ
れず、有効なＷＴＲＵデータレートは不必要に減少される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　したがって、ＥＵデータ多重化への代替の手法を有することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明は、許可によって許された多重化データの量を、選択されたＥ－ＴＦＣトランス
ポートブロックサイズに密接に一致するように量子化することに関する。送信することが
許されたスケジュール型および／または非スケジュール型データの量は、ＭＡＣ－ｅ Ｐ
ＤＵに多重化されたデータの量が選択されたＥ－ＴＦＣトランスポートブロックサイズに
、より密接に一致するように、許可に対して増加されまたは減少される。
【００２０】
　スケジュール型データの量が、選択されたＥ－ＴＦＣに、より緊密に一致するように調
整される場合に、多重化する最大量のスケジュール型データ、送信するスケジュール型ペ
イロードは、次に大きいまたは小さいＥ－ＴＦＣサイズに量子化された、送信に使用可能
でありまた許可によって許されたスケジュール型と非スケジュール型データの合計から、
非スケジュール型許可によって許される、送信に使用可能な非スケジュール型データの量
を引いた値によって決まる。
【００２１】
　この量子化は、多重化が許可によって制限される場合、およびＥ－ＴＦＣ制限に起因す
る最大Ｅ－ＴＦＣサイズによって制限されない場合、または送信に使用可能なＥ－ＤＣＨ
データによって制限される場合に適用される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、用語「ＷＴＲＵ」には、それだけに限らないが、ユーザ端末装置（ＵＥ：ｕｓｅ
ｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、移動局、固定または移動加入者装置、ページャ、または無線
環境内で動作することができる他の任意のタイプの装置が含まれる。以下で言及されると
き、用語「ノードＢ」には、それだけに限らないが、基地局、サイトコントローラ、アク
セスポイント、または無線環境内の他の任意のタイプのインターフェース装置が含まれる
。ＷＴＲＵおよびノードＢが使用される１つの潜在的なシステムは、広帯域符号分割多元
接続（Ｗ－ＣＤＭＡ：ｗｉｄｅｂａｎｄ　ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　ａｃｃｅｓｓ）周波数分割複信（ＦＤＤ：ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
ｄｕｐｌｅｘ）通信システムであるが、これらの実施形態は、他の通信システムに適用す
ることができる。
【００２３】
　本発明の諸特徴は、集積回路（ＩＣ：ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）に組み
入むことも、相互接続する多数の構成要素を含む回路内で構成することもできる。
【００２４】
　ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ多重化論理への以下の修正は、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ多重化がスケジュ
ール型許可および／または非スケジュール型許可によって制限され、サポートされた最大
のＥ－ＴＦＣまたは送信に使用可能なＥＵデータによっては制限されない場合のためのよ
り効率的なデータ多重化、および改良型無線リソース使用のために提案される。スケジュ
ール型許可および非スケジュール型許可に従ってＭＡＣ－ｄ フローからＭＡＣ－ｅ ＰＤ
Ｕに多重化することが許されるデータ量は、スケジュール型許可および非スケジュール型
許可によって多重化が許されるデータ量に対して次に小さいまたは次に大きいＥ－ＴＦＣ
サイズに、より密接に一致するように増加または減少される。
【００２５】
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　図４は、一実施形態によるＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを生成するためのプロセス４００のフロ
ーチャートである。ステップ４０５で、ＷＴＲＵは、ノードＢからのスケジュール型デー
タ許可および／またはＲＮＣからの非スケジュール型データ許可を受信する。ステップ４
１０で、Ｅ－ＴＦＣトランスポートブロックサイズが、スケジュール型許可および非スケ
ジュール型許可に従って多重化することが許されたデータ量に基づいて選択される。ステ
ップ４１５で、スケジュール型許可および非スケジュール型許可に従って送信することが
許されたスケジュールおよび／または非スケジュール型データの最大量は、各ＭＡＣ－ｅ
 ＰＤＵに多重化されたデータ量が、選択されたＥ－ＴＦＣトランスポートブロックサイ
ズに、より密接に一致するように量子化される。
【００２６】
　図５は、別の実施形態によるＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを生成するためのプロセス５００のフ
ローチャートである。ステップ５０５で、ＷＴＲＵが、ノードＢからのスケジュール型デ
ータ許可および／またはＲＮＣからの非スケジュール型データ許可を受信する。ステップ
５１０で、Ｅ－ＴＦＣトランスポートブロックサイズが、スケジュール型許可および非ス
ケジュール型許可に従って多重化することが許されたデータ量に基づいて選択される。ス
テップ５１５で、少なくとも１つの許可によって多重化することが許された、バッファリ
ングされたＷＴＲＵデータの量が、各ＥＵ　ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化されたスケジュ
ール型および非スケジュール型データ（ＭＡＣヘッダおよび制御情報を含む）の合計が、
選択されたＥ－ＴＦＣトランスポートブロックサイズに、より密接に一致するように量子
化される。
【００２７】
　あるいは、別の一実施形態では、Ｅ－ＴＦＣサイズの粒度は、Ｅ－ＴＦＣサイズ間の差
が１つのＭＡＣ－ｄ ＰＤＵおよび関連のＭＡＣ－ｅヘッダオーバーヘッドより大きくな
らないようにＥ－ＴＦＣＳ内で定義される。Ｅ－ＴＦＣは、可能な各ＭＡＣ－ｄフロー多
重化組合せ、および関連するＭＡＣ－ｅヘッダオーバーヘッドに関して定義される。この
ようにＥ－ＴＦＣＳを最適化することによって、スケジュール型許可および非スケジュー
ル型許可に従ってＭＡＣ－ｄフローデータが多重化された後に必要なパディングは、可能
なＭＡＣ－ｄフロー多重化ブロックサイズの大きさを超過しなくなる。
【００２８】
　図６は、別の実施形態によるＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを生成するためのプロセス６００のフ
ローチャートである。現在の許可によって許されたＭＡＣ－ｄフローデータおよびＭＡＣ
－ｅ制御シグナリングのサイズより小さい、サポートされたＥ－ＴＦＣのセットから、最
大のＥ－ＴＦＣが選択される（６０２）。その結果、選択されたＥ－ＴＦＣによって、許
可によって許された量に関連するＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化すべき減少したデータの量
を、スケジュール型許可および非スケジュール型許可によって必要とされる量より小さい
最大Ｅ－ＴＦＣサイズに、より密接に一致するようにすることが可能となる。ＭＡＣ－ｄ
フローデータ（スケジュール型および／または非スケジュール型）は、選択されたＥ－Ｔ
ＦＣの範囲内でＭＡＣ－ｄフローデータブロックをもはや追加できなくなるまで、絶対優
先度に従ってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化する（６０４）。ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵは、選択さ
れたＥ－ＴＦＣサイズに一致するようにパディングが施される（６０６）。
【００２９】
　図７は、図６の実施形態による、選択されたＥ－ＴＦＣサイズに、より密接に一致する
減少したＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ ７００Ｂサイズを示している。ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵヘッダ７
０２およびＭＡＣ－ｄフローデータブロック７０４ａ～７０４ｃは、現在のスケジュール
型許可および非スケジュール型許可によってサポートされている。図６および７を参照す
ると、現在の許可によって許されたＭＡＣ－ｄフローデータのサイズより小さい最大Ｅ－
ＴＦＣが、サポートされたＥ－ＴＦＣのセットから選択される（ステップ６０２）。ＭＡ
Ｃ－ｄフローデータブロック（この例では、２つのＭＡＣ－ｄフローデータブロック７０
４ａ、７０４ｂ）が、選択されたＥ－ＴＦＣサイズの範囲内でＭＡＣ－ｄフローデータブ
ロックをもはや追加できなくなるまで、絶対優先度に従ってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ ７００Ｂ
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に多重化される（ステップ６０４）。ＭＡＣ－ｄフローデータブロック７０４ｃは、選択
されたＥ－ＴＦＣの範囲を超えるので多重化されない。好ましくは、多重化されたスケジ
ュール型データの量だけが、選択されたＥ－ＴＦＣサイズに、より緊密に一致するように
調整される。次いで、選択されたＥ－ＴＦＣサイズに一致するように、パディング７０６
がＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ ７００Ｂに施される（ステップ６０６）。パディングのための１つ
の技術は、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵヘッダ情報内にデータ終了指標を挿入することによって暗
黙的に完遂される。
【００３０】
　図８Ａは、現在のスケジュール型許可および非スケジュール型許可に従って多重化する
ことが許されるデータ量をサポートする最小のＥ－ＴＦＣサイズが、サポートされたＥ－
ＴＦＣのセットから選択される、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを生成するためのプロセス８００の
フローチャートである。ＭＡＣ－ｄフローデータブロックは、現在のスケジュール型許可
および非スケジュール型許可によって許された最大のデータ量に達するまで、絶対優先度
に従ってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化される（８０２）。多重化されたＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ
のサイズより大きいできるだけ小さいＥ－ＴＦＣが、サポートされたＥ－ＴＦＣのセット
から選択される（８０４）。選択されたＥ－ＴＦＣサイズが、多重化されたＭＡＣ－ｄフ
ローデータブロックおよびＭＡＣ－ｅヘッダのサイズを、最小ＭＡＣ－ｄフロー多重化ブ
ロックサイズより大きい分だけ超過する場合に、さらなるＭＡＣ－ｄフローデータブロッ
クおよび関連するＭＡＣ－ｅヘッダ情報が選択されたＥ－ＴＦＣサイズ内にもはや適合で
きなくなるまで、１つまたは複数の追加のＭＡＣ－ｄフローデータブロックを追加する。
【００３１】
　図８Ｂに示される代替プロセス８５０では、現在のスケジュール型許可および非スケジ
ュール型許可に従って多重化することが許されるデータ量をサポートする最小Ｅ－ＴＦＣ
が、サポートされたＥ－ＴＦＣのセットから選択される（８５２）。次いで、ＭＡＣ－ｄ
フローデータブロックが、選択されたＥ－ＴＦＣサイズによって許される最大のデータ量
に達するまで、絶対優先度の順序でＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化される（８５４）。好ま
しくは、許可によって許されたスケジュール型データの量だけが、選択されたＥ－ＴＦＣ
に、より密接に一致するように調整され、多重化される非スケジュール型ＭＡＣ－ｄフロ
ーデータは、非スケジュール型許可に制限されてもよい。次いで、パディングが、選択さ
れたＥ－ＴＦＣサイズに一致するように施される（８５６）。この方式では、スケジュー
ル型および／または非スケジュール型の許可を超えるデータを送信することができる。
【００３２】
　図９は、現在の許可をサポートする選択されたＥ－ＴＦＣサイズを完全に使用する増加
したサイズのＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ ９００を示している。ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵヘッダ９０２
およびＭＡＣ－ｄフローデータブロック９０４ａ～９０４ｃは、現在のスケジュール型許
可および非スケジュール型許可によってサポートされる。図８Ａ、８Ｂおよび９を参照す
ると、ＭＡＣ－ｄフローデータブロック９０４ａ～９０４ｃは、現在のスケジュール型許
可および非スケジュール型許可によって許された最大のデータ量に達するまで、絶対優先
度に従ってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化される。図９に示すように、一例として３つの（
３）ＭＡＣ－ｄフローデータブロック９０４ａ～９０４ｃが多重化されるが、任意の数の
ＭＡＣ－ｄフローデータブロックが多重化されてもよい。多重化されたＭＡＣ－ｅ ＰＤ
Ｕのサイズより大きい、できるだけ小さいＥ－ＴＦＣが、サポートされたＥ－ＴＦＣのセ
ットから選択される。選択されたＥ－ＴＦＣサイズが、多重化ＭＡＣ－ｄフローデータブ
ロック９０４ａ～９０４ｃおよびＭＡＣ－ｅヘッダ９０２のサイズを最小のＭＡＣ－ｄフ
ロー多重化ブロックサイズより多い分だけ超過する場合、図９に示されるように、１つま
たは複数の追加のＭＡＣ－ｄフローデータブロック９０４ｄが、さらなるＭＡＣ－ｄフロ
ーデータブロックおよび関連のＭＡＣ－ｅヘッダ情報が選択されたＥ－ＴＦＣサイズ内に
もはや適合できなくなるまで、絶対優先度に従って追加される。好ましくは、現在の許可
を超えてスケジュール型ＭＡＣ－ｄフローデータだけが追加されるが、非スケジュール型
ＭＡＣ－ｄフローデータも追加されてもよい。次いで、パディング９０６が、選択された
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Ｅ－ＴＦＣサイズに一致するように施される。この方式では、ＭＡＣ－ｄフロー多重化は
、パディングビットで満たされていた未使用のデータビットを使用するように最適化され
る。
【００３３】
　図１０Ａおよび１０Ｂは併せて、多重化手順を示すフローチャート１０００であり、こ
の手順によって、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵの多重化より前に、スケジュール型許可および／ま
たは非スケジュール型許可に従って多重化するデータ量が、スケジュール型許可および／
または非スケジュール型許可によって多重化することが許されるデータ量に対して次に大
きいまたは次に小さいＥ－ＴＦＣサイズに、より密接に一致するように調整される。図１
０Ａは、多重化するスケジュール型データの量だけが、選択されたＥ－ＴＦＣに、より密
接に一致するように調整される方法を識別するものである。
【００３４】
　図１０Ａを参照すると、Ｅ－ＴＦＣ制限手順が実施されて（ステップ１００５）、送信
に使用可能な最優先データのＭＡＣ－ｄフロー電力オフセットについて考慮することによ
って、できるだけ大きいＥ－ＴＦＣサイズを含むサポートされたＥ－ＴＦＣのセットが判
定される（ステップ１０１０）。
【００３５】
　さらに図１０Ａを参照すると、ステップ１０１５で、（残りの電力および最優先ＭＡＣ
－ｄフロー電力オフセットを考慮して）Ｅ－ＴＦＣ制限に起因するできるだけ大きいＥ－
ＴＦＣサイズがスケジュール型許可および非スケジュール型許可によって許されるデータ
量よりも小さいと判定される場合には（残りの電力によって制限されるケース）、ＭＡＣ
－ｅ ＰＤＵ多重化のための最大可能なペイロードが最大可能なＥ－ＴＦＣサイズに設定
され（ステップ１０２０）、それによって、多重化するスケジュール型データの最大量が
スケジュール型許可によって指定されたデータ量に設定され（ステップ１０２５）、多重
化する非スケジュール型データの最大量が、非スケジュール型許可によって指定されたデ
ータ量に設定される（ステップ１０３０）。
【００３６】
　さらに図１０Ａを参照すると、ステップ１０１５で、Ｅ－ＴＦＣ制限に起因するできる
だけ大きいＥ－ＴＦＣサイズが、スケジュール型許可および非スケジュール型許可によっ
て許されるデータ量より大きいと判定される場合（許可によって制限されるケース）、多
重化するスケジュール型データの最大量が、スケジュール型許可および非スケジュール型
許可によって許された使用可能なデータの量に対して次に大きいまたは次に小さいＥ－Ｔ
ＦＣサイズに一致するように調整される（ステップ１０４０、１０４５）。
【００３７】
　たとえば、多重化するスケジュール型データの最大量をスケジュール型許可によって許
されたデータ量に設定するのではなく、スケジュール型データの最大量は、選択されたＥ
－ＴＦＣのサイズから非スケジュール型許可によって送信することが許された使用可能デ
ータの量を引いた値に設定され（ステップ１０４０）、多重化する非スケジュール型デー
タの最大量は、各非スケジュール型データフローについての非スケジュール型許可に設定
される（ステップ１０４５）。これらの方法または他の類似の方法によって、多重化され
たスケジュール型および非スケジュール型データの量が関連の許可に従って設定されるの
ではなく、多重化されたスケジュール型および非スケジュール型データの量は選択された
Ｅ－ＴＦＣサイズに一致するように設定されることになる。
【００３８】
　好ましくは、スケジュール型ＭＡＣ－ｄフローから多重化されることが許されたデータ
の量だけが、選択されたＥ－ＴＦＣサイズに、より密接に一致するように増加されまたは
減少される。任意選択で、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ多重化のための最大可能なペイロードが、
選択されたＥ－ＴＦＣのサイズに設定される。多重化の前に、多重化されたスケジュール
型および／または非スケジュール型データの最適量を事前に判定するための他の操作シー
ケンスも可能である。
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【００３９】
　図１０Ｂを参照すると、次いで、ＭＡＣ－ｄフローが、サポートされた最大のＥ－ＴＦ
Ｃサイズ、スケジュール型許可および非スケジュール型許可によって許されたデータ量に
達するまで、あるいはＭＡＣ－ｄフロー上の送信に使用可能なすべてデータが多重化され
るまで、優先度の順でＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化される。ステップ１０５０で、残りの
総ペイロードは、最大可能なＭＡＣ－ｅ ＰＤＵペイロードに設定され、残りのスケジュ
ール型ペイロードは、多重化する最大のスケジュール型データに設定され、残りの非スケ
ジュール型ペイロードは、多重化する最大の非スケジュール型データに設定される。
【００４０】
　「残りの総ペイロード」は、Ｅ－ＴＦＣ制限（すなわちサポートされた最大のＥ－ＴＦ
Ｃ）の結果として生じる最大可能なペイロードである。しかし、このパラメータは、ステ
ップ１０６０で、多重化ループ内の多重化された各データブロックについて減少されるこ
とに留意されたい。最大Ｅ－ＴＦＣによって制限されるケースの場合、このパラメータに
よって、ステップ１０６５で、多重化ループから出ることになる。「残りのスケジュール
型ペイロード」および「残りの非スケジュール型ペイロード」は、そのタイプのデータに
ついて多重化することが許された最大値に最初に設定される残りのスケジュール型および
非スケジュール型データである。次いで、これらのパラメータは、そのタイプのデータが
多重化されるごとに減少される。これらのパラメータによって、許可に、より制限される
ケースについても、ステップ１０６５で多重化ループから出ることになる。使用可能な最
優先データが、送信のために選択される。
【００４１】
　ステップ１０５５で、この優先度の各スケジュール型チャネルについて、最小量の残り
の総ペイロード、残りのスケジュール型ペイロード、およびこのチャネル上の使用可能な
データが多重化される。残りの総ペイロード、および残りのスケジュール型ペイロードは
、多重化されたデータの量だけ減少される。ステップ１０６０で、この優先度の各非スケ
ジュール型チャネルについて、最小量の残りの総ペイロード、残りの非スケジュール型ペ
イロード、およびこのチャネル上の使用可能なデータが多重化される。残りの総ペイロー
ド、および残りのスケジュール型ペイロードは、多重化されたデータの量だけ減少される
。
【００４２】
　ステップ１０６５で残りの総ペイロードがゼロであり、または残りのスケジュール型ペ
イロードおよび残りの非スケジュール型ペイロードがゼロであり、または送信に使用可能
なデータがもはや存在しないと判定される場合、多重化されるデータのサイズをサポート
するできるだけ小さいＥ－ＴＦＣサイズが選択され、必要であれば、このサイズに一致す
るようにパディングがＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに追加される（ステップ１０７０）。そうでな
い場合は、ステップ１０７５で、送信に使用可能な次に低い優先度のデータが選択される
。ステップ１０７５で次に低い優先度を選択するのではなく、サービスされていない最優
先の論理チャネルを単に選択し、すべての論理チャネルがサービスされるまで多重化ルー
プを継続することも可能であることに留意されたい。
【００４３】
　併せて考慮される図１１Ａおよび１１Ｂに示される別の実施形態では、選択されたＭＡ
Ｃ－ｄフローの電力オフセットが識別される（ステップ１３０１）。電力オフセットを使
用して、オフセットおよびＥ－ＤＣＨデータのために許された残りの電力に基づいてＷＴ
ＲＵによって送信することができるサポートされた最大Ｅ－ＴＦＣなどのサポートされた
最大ペイロードが識別される。これは、Ｅ－ＴＦＣ制限手順と呼ばれることがある（ステ
ップ１３０２）。変数「残りのペイロード」は最初、サポートされた最大ペイロードに設
定される（ステップ１３０３）。スケジュール型許可に基づいて、変数「残りのスケジュ
ール型ペイロード」が、スケジュール型許可および電力オフセットに従って送信すること
がきる最大ペイロードにセットされる（ステップ１３０４）。非スケジュール型許可を有
する各ＭＡＣ－ｄフローについて、変数「残りの非スケジュール型ペイロード」が、許可
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の値に設定される（ステップ１３０５）。変数「非スケジュール型ペイロード」は、送信
することができる非スケジュール型データの量であり、非サービング許可と、これらの非
スケジュール型ＭＡＣ－ｄフローのそれぞれについての使用可能データとの合計に基づく
（ステップ１３０６）。
【００４４】
　「残りのペイロード」が、任意のＭＡＣヘッダ情報および制御シグナリングオーバーヘ
ッドを含む「残りのスケジュール型ペイロード」、「残りの非スケジュール型ペイロード
」によって送信することが許された使用可能データ量の合計より大きい場合は、その合計
に基づいて、サポートされた次に小さいＥ－ＴＦＣが選択される（ステップ１３０７）。
「残りのペイロード」が合計より大きくない場合は、サポートされた最大のＥ－ＴＦＣが
、多重化されるデータの量を制限するために使用される。「スケジュール型ペイロード」
がないケースでは、選択されたＥ－ＴＦＣは、「残りのペイロード」が合計より大きくな
いので、サポートされた最大のＥ－ＴＦＣである。これによって、Ｅ－ＴＦＣがこの転送
を許さないように制限されない限り、すべての「非スケジュール型」ペイロードの転送が
可能となる。
【００４５】
　サポートされた次に小さいＥ－ＴＦＣは、合計より多いデータを運ばないサポートされ
た最大のＥ－ＴＦＣである。換言すると、選択されたＥ－ＴＦＣは、サービング許可、非
スケジュール型許可、電力オフセット、ならびにスケジューリング情報などの任意のＭＡ
Ｃヘッダ情報および制御シグナリングオーバーヘッドを含む使用可能なデータに基づく次
に小さいＥ－ＴＦＣである。「残りのスケジュール型ペイロード」は、「量子化された合
計」と呼ばれることもある選択されたＥ－ＴＦＣから、「非スケジュール型ペイロード」
および任意のＭＡＣヘッダ情報および制御シグナリングオーバーヘッドを引いたサイズに
設定される（ステップ１３０８）。「残りのスケジュール型ペイロード」をこのように設
定することによって、スケジュール型データだけが量子化される。「非スケジュール型ペ
イロード」は、非スケジュール型許可に従って、選択されたＥ－ＴＦＣの内に保存される
。その優先度に基づいて、それぞれの論理チャネルおよびその関連するＭＡＣ－ｄフロー
が、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓ ＰＤＵに多重化される（ステップ１３０９）。
【００４６】
　論理チャネルのＭＡＣ－ｄフローが非スケジュール型許可に適用される場合、ＭＡＣ－
ｅ／ｅｓ ＰＤＵは、この論理チャネルからのＭＡＣ－ｄフローデータで、最小量の「残
りの非スケジュール型ペイロード」、「残りのペイロード」まで満たされるか、またはそ
の論理チャネルを満たすための使用可能なＭＡＣーｄフローデータで満たされる（ステッ
プ１３１０）。ＭＡＣ－ｅ／ｅｓ ＰＤＵを満たすために使用されたビットは、任意のＭ
ＡＣヘッダ情報および制御シグナリングオーバーヘッドを考慮に入れて、「残りのペイロ
ード」および「残りの非スケジュール型ペイロード」から引かれる。ＭＡＣ－ｄフローが
スケジュール型許可に適用される場合、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓ ＰＤＵは、この論理チャネル
からのＭＡＣ－ｄフローデータで、最小量の「残りのスケジュール型ペイロード」、「残
りのペイロード」まで満たされ、またはその論理チャネルに使用可能なＭＡＣーｄフロー
データで満たされる（ステップ１３１１）。ＭＡＣ－ｅ／ｅｓ ＰＤＵを満たすために使
用されるビットは、ＭＡＣヘッダ情報および制御シグナリングオーバーヘッドを考慮に入
れて、「残りのペイロード」および「残りのスケジュール型ペイロード」から引かれる（
ステップ１３１２）。このプロセスは、すべての論理チャネルについて繰り返されるか、
または「残りの非スケジュール型ペイロード」と「残りのスケジュール型ペイロード」の
両方が使い果たされるまで、または「残りのペイロード」が使い果たされるまで、または
送信に使用可能なデータがもはやなくなるまで繰り返される（ステップ１３１３）。スケ
ジューリング情報などのＭＡＣ制御シグナリングオーバーヘッドがＰＤＵに追加され、Ｐ
ＤＵは、選択されたＥ－ＴＦＣサイズにパディングされる（ステップ１３１４）。
【００４７】
　この手順によってＵＥ動作は「決定論的」なものとなることができ、したがって、ノー
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ドＢスケジューラは、どんなリソース許可がＵＥによって使用されるか正確に予測するこ
とができる。その結果、ノードＢは、リソースをより効率的に割り当てることができる。
第１に物理リソースがより効率的に使用され、第２にデータレートの向上が達成されるよ
うに調整された（量子化された）多重化データの量を有することが望ましい。これを遂行
するには、許可によって制限されるケースでは、Ｅ－ＴＦＣが現在の許可に基づいて選択
され、このペイロードサイズがＭＡＣ－ｅ／ｅｓ ＰＤＵの多重化の前に、許可によって
許されたスケジュール型データの量を量子化するために使用されることが必要である。物
理リソース使用の向上およびデータレートの増加は、Ｅ－ＴＦＣ選択および多重化アルゴ
リズムを遂行することに、より達成される。
【００４８】
　図１２は、ＥＵ多重化のための簡略化されたアーキテクチャを示すブロック図である。
ＷＴＲＵ １４１４で、様々な論理チャネル１４０２のためのＭＡＣ－ｄフロー１４０３
が、ＭＡＣ－ｄ １４０１によって、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓ １４０４に提供される。Ｅ－ＴＦ
Ｃ選択装置１４０５は、たとえば拡張型個別チャネル（Ｅ－ＤＣＨ：ｅｎｈａｎｃｅｄ　
ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）ＴＴＩベースで、ＥＵ伝送のためのＥ－ＴＦＣを
選択する。Ｅ－ＴＦＣ選択装置１４０５は、スケジュール型許可（ＳＧ）１４０６、非ス
ケジュール型許可（ＮＳＧ）１４０７、電力オフセット（ＰＯ）１４０８、ＭＡＣヘッダ
情報および制御シグナリングオーバーヘッド（ＭＡＣ　ＨＥＡＤＥＲ）１４０９、Ｅ－Ｄ
ＣＨにマップされたＭＡＣ－ｄフローのバッファ占有率１４２２、およびサポートされた
Ｅ－ＴＦＣ（またはＥ－ＴＦＣ制限手順を実施するための残りのＥ－ＤＣＨ電力）などの
入力を受信する。また、リソース許可によって許された多重化されるデータの最大量を調
整する「許可量子化」は、Ｅ－ＴＦＣ選択１４０５とマルチプレクサ（ＭＵＸ）１４１０
の間で行うことができる。マルチプレクサ（ＭＵＸ）１４１０は、選択されたＥ－ＴＦＣ
に、より密接に一致するように量子化されていた許可に従って、送信すべきＭＡＣ－ｄフ
ロー１４０３を多重化する。ＭＵＸ １４１０は、ＭＡＣ－ｄフロー１４０３を多重化し
、ヘッダ情報１４０９を追加し、必要ならば、選択されたＥ－ＴＦＣサイズに一致するよ
うにパディングを追加する。ＭＵＸ １４１０によって生成されたＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ １
４１１、選択されたＥ－ＴＦＣおよび電力オフセットは、選択されたＥ－ＴＦＣを使用し
てＥ－ＤＰＣＨ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ）１４１３を介して送信するために物理層装置（ＰＨＹ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａ
ｙｅｒ　ｄｅｖｉｃｅ）１４１２に提供される。
【００４９】
　基地局／ノードＢおよび無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）１４１５上で、Ｅ－ＤＰ
ＣＨ１４１３は、基地局／ノードＢ １４１５のＰＨＹ １４１６によって受信され処理さ
れる。ＰＨＹ １４１６によって生成されたＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ １４１７は、ＭＡＣ－ｅ
／ｅｓ １４２０のデマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）１４１８によって、構成要素ＭＡＣ
－ｄフロー１４１９および論理チャネル１４２３に分離される。ＭＡＣ－ｄフロー１４１
９は、ＭＡＣ－ｄ １４２１に引き渡される。
【００５０】
　併せて考慮される図１３Ａおよび１３Ｂは、データの多重化を実施する間、多重化され
たスケジュール型および／または非スケジュール型データの量が次に高いまたは低いＥ－
ＴＦＣサイズに、より密接に一致するように調整される、多重化手順１１００のフローチ
ャートである。図１０Ｂ内に示される優先多重化ループの順序内で、多重化するデータの
量が許可によって制限される場合は、多重化するデータ量は、許可の合計によって多重化
することが許されたデータ量による次に大きいまたは小さいＥ－ＴＦＣサイズに従って調
整される。
【００５１】
　図１３Ａを参照すると、ステップ１１０５で、残りの総ペイロードが、最大可能なＭＡ
Ｃ－ｅ ＰＤＵペイロードに設定され、残りのスケジュール型ペイロードが、多重化する
最大のスケジュール型データに設定され、残りの非スケジュール型ペイロードが、多重化
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する最大の非スケジュール型データに設定される。
【００５２】
　ステップ１１１０で残りのスケジュール型ペイロードが残りの総ペイロードより少ない
、または等しいと判断され、また任意選択で、残りの非スケジュール型ペイロードおよび
非スケジュール型データがゼロより大きいと判断される場合（ステップ１１１５）、（Ｍ
ＡＣヘッダオーバーヘッドを含む）既に多重化されているデータの量に残りのスケジュー
ル型ペイロードを足した値に対して、次に小さいまたは大きいＥ－ＴＦＣサイズが選択さ
れる（ステップ１１２０）。残りのスケジュール型ペイロードは、選択されたＥ－ＴＦＣ
サイズから、（ＭＡＣヘッダオーバーヘッドを含む）既に多重化されているデータ量を引
いた値に等しい。
【００５３】
　ステップ１１２５で、この優先度の各スケジュール型チャネルについて、最小量の残り
の総ペイロード、残りのスケジュール型ペイロードおよびこのチャネル上の使用可能なデ
ータが多重化される。残りの総ペイロードおよび残りのスケジュール型ペイロードは、多
重化されたデータの量だけ減少される。
【００５４】
　図１３Ｂを参照すると、ステップ１１３０で、この優先度の各非スケジュール型チャネ
ルについて、最小量の残りの総ペイロード、残りの非スケジュール型ペイロードおよびこ
のチャネル上の使用可能なデータが多重化される。残りの総ペイロードおよび残りのスケ
ジュール型ペイロードは、多重化されたデータの量だけ減少される。
【００５５】
　ステップ１１３５で残りの総ペイロードがゼロであると判定される場合、または残りの
スケジュール型ペイロードおよび非スケジュール型ペイロードがゼロであると判定される
場合、または送信に使用可能なデータがもはやないと判定される場合は、多重化されたデ
ータのサイズをサポートする、できるだけ小さいＥ－ＴＦＣサイズが選択され、必要なら
ば、このサイズに一致するようにパディングがＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに追加される。（ステ
ップ１１４０）。そうでない場合は、ステップ１１４５で、送信に使用可能な次に低い優
先度のデータが選択される。ステップ１１４５で次に低い優先度を選択するのではなく、
サービスされていない最優先の論理チャネルを単に選択することも可能であることに留意
されたい。
【００５６】
　図１４は、別の実施形態による多重化手順１２００のフローチャートである。許可によ
って制限されるケースでは、ＭＡＣ－ｄフローデータは、各ＭＡＣ－ｄフローに関連付け
られたスケジュール型または非スケジュール型許可によって多重化することが許されたデ
ータ量に達するまで、ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化される。
【００５７】
　選択されたＥ－ＴＦＣサイズに一致するようにＭＡＣ－ｅ ＰＤＵにパディングをする
前に、多重化ブロックサイズ（ＭＡＣ－ｄ ＰＤＵサイズ）が、スケジュール型許可およ
び非スケジュール型許可によって許されたデータ量に対して次に大きいＥ－ＴＦＣサイズ
に一致させるのに必要なパディング量よりも小さい場合は、より多くのＭＡＣ－ｄフロー
データが多重化される。追加の多重化に好ましくは、送信に使用可能な最優先のスケジュ
ール型データだけが使用され、非スケジュール型の多重化データは、非スケジュール型許
可によって制限されるままである。
【００５８】
　あるいは、多重化データは、多重化ブロックサイズ（ＭＡＣ－ｄ ＰＤＵサイズ）が次
に高いＥ－ＴＦＣサイズへのパディングに必要な量より小さい場合は、スケジュール型許
可および非スケジュール型許可によって許されたデータ量に対して次に低いＥ－ＴＦＣサ
イズをサポートするように減少される。任意選択で、Ｅ－ＴＦＣサイズを減少させるため
の多重化ブロックサイズ以外のパディング閾値を考慮することもでき、あるいはより大き
いＥ－ＴＦＣといくらかの差だけ小さい、次に低いＥ－ＴＦＣサイズに一致させるのに必
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要なパディングが、Ｅ－ＴＦＣサイズ減少の基準として使用され得る。
【００５９】
　許可に従って多重化されたデータ量、および選択されたＥ－ＴＦＣに従って多重化する
ことができるデータ量への言及では、ＭＡＣヘッダ情報、およびＭＡＣ－ｅ ＰＤＵのフ
ォーマティングに必要な他の制御シグナリングオーバーヘッドを考慮に入れる。
【００６０】
　図１４を参照すると、既に多重化されたデータ（ＭＡＣヘッダオーバーヘッドを含む）
のサイズをサポートするできるだけ小さいＥ－ＴＦＣサイズが選択される（ステップ１２
０５）。残りのスケジュール型ペイロードおよび残りの非スケジュール型ペイロードがゼ
ロに等しい場合（任意選択のステップ１２１０）、残りの総ペイロードは、選択されたた
Ｅ－ＴＦＣサイズから、既に多重化されたデータ（ＭＡＣヘッダオーバーヘッドを含む）
の量を引いた値に等しい（ステップ１２１５）。
【００６１】
　ステップ１２２０で、この優先度の各スケジュール型チャネルについて、残りの総ペイ
ロードが各ＭＡＣ－ｄフローの多重化ブロックサイズより大きい、または等しいと判断さ
れる場合は、最小量の残りの総ペイロードおよびこのチャネル上で使用可能なデータが多
重化され、残りの総ペイロードおよび残りのスケジュール型ペイロードは、多重化された
データ量だけ減少される（ステップ１２２５）。ステップ１２３０で、送信に使用可能な
次に低い優先度のスケジュール型データが選択される。ステップ１２３５で、必要であれ
ば、選択されたＥ－ＴＦＣのサイズに一致するようにパディングがＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに
追加される。
【００６２】
　向上した多重化効率および無線リソース使用を達成するために、上記の諸実施形態の任
意の組合せを適用することもできる。
【００６３】
　本発明の諸特徴および要素について、好ましい諸実施形態において特定の組合せで述べ
ているが、それぞれの特徴または要素は、好ましい諸実施形態の他の特徴および要素なし
に単独に使用してもよく、あるいは本発明の他の特徴および要素を伴うまたは伴わない様
々な組合せで使用してもよい。
【００６４】
　＜＜実施形態＞＞
　＜第１のグループ＞
　量子化されたデータがより密接にブロックサイズに一致するようにデータを量子化する
ことを含む方法。
【００６５】
　ブロックサイズはトランスポートブロックサイズである、上記いずれかの第１グループ
実施形態に記載の方法。
【００６６】
　ブロックサイズは拡張アップリンクトランスポートブロックサイズ（Ｅ－ＴＦＣ）であ
る、上記いずれかの第１グループ実施形態の方法。
【００６７】
　量子化されたデータはスケジュール型許可に基づく、上記いずれかの第１グループ実施
形態の方法。
【００６８】
　量子化されたデータは非スケジュール型許可に基づく、上記いずれかの第１グループ実
施形態の方法。
【００６９】
　量子化されたデータはサービング許可に基づく、上記いずれかの第１グループ実施形態
の方法。
【００７０】
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　量子化されたデータはスケジュール型データである、上記いずれかの第１グループ実施
形態の方法。
【００７１】
　量子化されたデータは非スケジュール型データである、上記いずれかの第１グループ実
施形態の方法。
【００７２】
　データはメディアアクセス制御個別チャネル（ＭＡＣ－ｄ）フローである、上記いずれ
かの第１グループ実施形態の方法。
【００７３】
　データはパケットデータユニット（ＰＤＵ）である、上記いずれかの第１グループ実施
形態の方法。
【００７４】
　データはメディアアクセス制御個別チャネル（ＭＡＣ－ｄ）パケットデータユニット（
ＰＤＵ）である、上記いずれかの第１グループ実施形態の方法。
【００７５】
　量子化されたデータは電力オフセットに基づく、上記いずれかの第１グループ実施形態
の方法。
【００７６】
　量子化されたデータはスケジューリング情報に基づく、上記いずれかの第１グループ実
施形態の方法。
【００７７】
　量子化されたデータはメディアアクセス制御ヘッダ情報に基づく、上記いずれかの第１
グループ実施形態の方法。
【００７８】
　ブロックサイズを選択するステップを含む上記いずれかの第１グループ実施形態の方法
。
【００７９】
　トランスポートフォーマットの組合せ（ＴＦＣ）に関連付けられたブロックサイズを選
択するステップを含む上記いずれかの第１グループ実施形態の方法。
【００８０】
　拡張アップリンクトランスポートフォーマットコンビネーション（Ｅ－ＴＦＣ）に関連
付けられたブロックサイズを選択するステップを含む上記いずれかの第１グループ実施形
態の方法。
【００８１】
　選択されたブロックサイズはスケジュール型許可に基づく、上記いずれかの第１グルー
プ実施形態の方法。
【００８２】
　選択されたブロックサイズは非スケジュール型許可に基づく、上記いずれかの第１グル
ープ実施形態の方法。
【００８３】
　選択されたブロックサイズはサービング許可に基づく、上記いずれかの第１グループ実
施形態の方法。
【００８４】
　選択されたブロックサイズはメディアアクセス制御ヘッダ情報に基づく、上記いずれか
の第１グループ実施形態の方法。
【００８５】
　選択されたブロックサイズはスケジューリング情報に基づく、上記いずれかの第１グル
ープ実施形態の方法。
【００８６】
　選択されたブロックサイズは電力オフセットに基づく、上記いずれかの第１グループ実
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施形態の方法。
【００８７】
　選択されたブロックサイズはバッファ占有率に基づく、上記いずれかの第１グループ実
施形態の方法。
【００８８】
　選択されたブロックサイズは複数のブロックサイズから選択され、その選択されたブロ
ックサイズは次に小さいブロックサイズである、上記いずれかの第１グループ実施形態の
方法。
【００８９】
　選択されたブロックサイズは複数のブロックサイズから選択され、その選択されたブロ
ックサイズは次に大きいブロックサイズである、上記いずれかの第１グループ実施形態の
方法。
【００９０】
　選択されたブロックサイズは複数のブロックサイズから選択され、その選択されたブロ
ックサイズは、送信されるデータ量に基づいており、複数のブロックサイズのうち、その
データ量を超えない最大のブロックサイズである、上記いずれかの第１グループ実施形態
の方法。
【００９１】
　選択されたブロックサイズは複数のブロックサイズから選択され、その選択されたブロ
ックサイズは、送信されるデータ量に基づいており、複数のブロックサイズのうち、その
データ量を超える最小のブロックサイズである、上記いずれかの第１グループ実施形態の
方法。
【００９２】
　量子化されたデータにパディングが追加される、上記いずれかの第１グループ実施形態
の方法。
【００９３】
　量子化されたデータが送信される、上記いずれかの第１グループ実施形態の方法。
【００９４】
　量子化されたデータは拡張個別チャネル上で送信される、上記いずれかの第１グループ
実施形態の方法。
【００９５】
　符号分割多元接続エアインターフェースのために実施される上記いずれかの第１グルー
プ実施形態の方法。
【００９６】
　周波数分割複信符号分割多元接続拡張アップリンク通信のために実施される上記いずれ
かの第１グループ実施形態の方法。
【００９７】
　無線送受信ユニットによって実施される上記いずれかの第１グループ実施形態の方法。
【００９８】
　ユーザ端末装置によって実施される上記いずれかの第１グループ実施形態の方法。
【００９９】
　量子化されたデータは基地局によって受信される、上記いずれかの第１グループ実施形
態の方法。
【０１００】
　量子化されたデータはノードＢによって受信される、上記いずれかの第１グループ実施
形態の方法。
【０１０１】
　量子化されたデータは無線ネットワーク制御装置によって受信される、上記いずれかの
第１グループ実施形態の方法。
【０１０２】
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　＜第２のグループ＞
　物理層を含む無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【０１０３】
　ユーザ端末装置である上記いずれかの第２グループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１０４】
　メディアアクセス制御個別チャネル（ＭＡＣ－ｄ）手段を含む上記いずれかの第２グル
ープ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１０５】
　多重化手段を含む上記いずれかの第２グループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１０６】
　多重化手段はメディアアクセス制御－個別チャネル（ＭＡＣ－ｄ）フローをメディアア
クセス制御－拡張アップリンク（ＭＡＣ－ｅ）パケットデータユニット（ＰＤＵ）に多重
化する、上記いずれかの第２グループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１０７】
　ｅ－ＴＦＣ選択手段を含む上記いずれかの第２グループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１０８】
　複数のＥ－ＴＦＣからＥ－ＴＦＣを選択するｅ－ＴＦＣ選択手段を含む上記いずれかの
第２グループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１０９】
　ＭＡＣ－ｅ／ｅｓを含む上記いずれかの第２グループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１１０】
　ＭＡＣ－ｅ／ｅｓは多重化手段とＥ－ＴＦＣ選択手段とを含む、上記いずれかの第２グ
ループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１１１】
　物理層は送信用の拡張個別物理チャネルを生成する、上記いずれかの第２グループ実施
形態のＷＴＲＵ。
【０１１２】
　基地局、ノードＢまたはＲＮＣを伴う実施形態を除く第１グループ実施形態からの方法
のステップを実施する上記いずれかの第２グループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１１３】
　基地局、ノードＢまたはＲＮＣを伴う実施形態を除く第１グループ実施形態からの方法
のステップを実施する手段を含む上記いずれかの第２グループ実施形態のＷＴＲＵ。
【０１１４】
　＜第３のグループ＞
　物理層を含む基盤コンポーネント。
【０１１５】
　基地局を含む上記いずれかの第３グループ実施形態の基盤コンポーネント。
【０１１６】
　ノードＢを含む上記いずれかの第３グループ実施形態の基盤コンポーネント。
【０１１７】
　ノードＢとＲＮＣとを含む上記いずれかの第３グループ実施形態の基盤コンポーネント
。
【０１１８】
　分離手段を含む上記いずれかの第３グループの実施形態の基盤コンポーネント。
【０１１９】
　拡張アップリンクメディアアクセス制御パケットデータユニットをメディアアクセス制
御－個別チャネルフローに分離する分離手段を含む上記いずれかの第３グループ実施形態
の基盤コンポーネント。
【０１２０】
　メディアアクセス制御－個別チャネル手段を含む上記いずれかの第３グループ実施形態
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の基盤コンポーネント。
【０１２１】
　メディアアクセス制御－個別チャネルフローを受信するメディアアクセス制御－個別チ
ャネル手段を含む上記いずれかの第３グループの実施形態の基盤コンポーネント。
【０１２２】
　物理層は拡張個別物理チャネルを受信する、上記いずれかの第３グループ実施形態の基
盤コンポーネント。
【０１２３】
　第１グループ実施形態によって生成された受信メディアアクセス制御拡張アップリンク
パケットデータユニットを分離する分離手段を含む上記いずれかの第３グループ実施形態
の基盤コンポーネント。
【図面の簡単な説明】
【０１２４】
【図１】３Ｇセルラシステムを示す図である。
【図２】ＷＴＲＵ内のＥＵプロトコルアーキテクチャを示す図である。
【図３】ＭＡＣ－ｅ ＰＤＵの生成を示す図である。
【図４】第１の実施形態による、送信することが許されたスケジュール型および／または
非スケジュール型データの最大量を量子化することよってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを生成する
ためのプロセスのフローチャートである。
【図５】別の実施形態による、多重化することが許された非スケジュール型データの最大
量を量子化することによってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを生成するためのプロセスのブロック図
である。
【図６】別の実施形態による、多重化されたデータを減少させることによってＭＡＣ－ｅ
 ＰＤＵを生成するためのプロセスのフローチャートである。
【図７】図６のプロセスを使用したＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ生成を示す図である。
【図８Ａ】別の実施形態による、追加のＭＡＣ－ｄフローデータブロックを追加すること
によってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを生成するためのプロセスのフローチャートである。
【図８Ｂ】図８Ａのプロセスの代替案による、追加のＭＡＣ－ｄフローデータブロックを
追加することによってＭＡＣ－ｅ ＰＤＵを生成するためのプロセスのフローチャートで
ある。
【図９】図８Ａおよび図８Ｂのプロセスを使用したＭＡＣ－ｅ ＰＤＵ生成を示す図であ
る。
【図１０Ａ】図１０Ｂと併せて、別の実施形態による例示的な多重化手順を示すフローチ
ャートである。
【図１０Ｂ】図１０Ａと併せて、別の実施形態による例示的な多重化手順を示すフローチ
ャートである。
【図１１Ａ】ＭＡＣ－ｄフローをＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化するためのプロセスのフロ
ーチャートである。
【図１１Ｂ】ＭＡＣ－ｄフローをＭＡＣ－ｅ ＰＤＵに多重化するためのプロセスのフロ
ーチャートである。
【図１２】ＥＵ多重化のための簡略化されたアーキテクチャを示すブロック図である。
【図１３Ａ】図１３Ｂと併せて、別の実施形態による多重化手順を示すフローチャートで
ある。
【図１３Ｂ】図１３Ａと併せて、別の実施形態による多重化手順を示すフローチャートで
ある。
【図１４】別の実施形態による例示的な多重化手順のフローチャートである。
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